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職業奉仕12章 「常に相手の身になって共存共栄を図る事は職業奉仕だ」

３月は識字率向上月間です。

本日の例会

全員クラブ協議会

第 1 9 8 1 回 例 会 報 告 （ 2 0 1 3 年 2 月 2 7 日 ） 司会 藤野 豊 ＳＡＡ（会場運営委員長）

○地区大会ﾎｽﾄｸﾗﾌﾞより礼状が届いています。

○英文ﾒｰﾙ「ﾛｰﾀﾘｰを語る詐欺ﾒｰﾙ」に注意して下さい。
との日本事務局より連絡が入っています。

○2011～12年度ﾛｰﾀﾘｰ財団新地区補助金ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
「相馬地区の子どもたちへの支援 ｼｭﾝ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」
のｳｪﾌﾞｻｲﾄが開設されました。

○補助金活用の事例としてご覧下さい。
（地区ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより開けます。）

○地区環境保全委員会 ｾﾐﾅｰ及びﾊﾞｾﾞｯｼｮﾝの案内
・3月25日（月）14:30～登録
・上野精養軒

○ＲＩ日本青少年交換研究会の案内
・5月18日（土） 広島平和記念資料館

○「ＲＩ会長」申請書類が届いています。

○ﾊｲﾗｲﾄ「よねやま155」が届いています。

（ 比留間 市郎 会長 ）点 鐘

会務報告 （ 比留間 市郎 会長 ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

29名 25名 92.59% な し

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員 比留間 一康 会員

（ 宮崎 恒夫 会場運営委員 ）出席報告

斉 唱 奉仕の理想
ソングリーダー（ 倉内 淳 会員 ）

『幹事を経験して思うこと…入会5年半で… 』

波多野 晃夫 幹事

卓 話

幹事報告 （ 波多野 晃夫 幹事 ）

○地区大会の報告
・日時等：Ｈ25.2.19～20

ｹﾞｲﾘｰ・ ｼｰ・ ｹｰ ・ﾎﾜﾝ ＲＩ会長代理ご夫婦
歓迎晩餐会：那覇市 地区大会：宜野湾市

・参加者：20人（会員夫人、事務局を含む）
・来賓挨拶として、仲井真沖縄知事が挨拶
・記念講演「誰も書けなかった沖縄」

講師：ﾉﾝﾌｨｸｼｮﾝ作家 佐野真一氏
沖縄の暗い、過去の歴史を記録し続けている。

沖縄での地区大会に参加し、また、ひめゆり
の塔等を見学して、田中作次ＲＩ会長の提唱す
る「奉仕を通じて平和を」というﾃｰﾏを、改めて
考えさせられました。

地区大会に合わせての親睦旅行ということで、
親睦委員会の皆様には、いろいろと細かいとこ
ろまで計画していただき、ありがとうございま
した。

○ﾛｰﾀﾘｰﾚｰﾄ 3月 1ドル92円（現行88円）

○第5回多摩分区連絡会報告
・日時等：Ｈ25.2.15 ﾌｫﾚｽﾄ ｲﾝ 昭和館
・参加者：会長、幹事、田中地区委員、佐川さん
・ガバナー補佐からの苦言

会議に欠席の場合は、代理の出席をお願いしたい。
武蔵野、多摩分区合同のｾﾐﾅｰの例をひいて。

・次年度 橋本 恵治 ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐（福生中央ＲＣ）、
斎藤 富美男 分区幹事の挨拶

・次年度地区委員就任のお願い（分区幹事から）
依頼がありましたらよろしく。

・最終分区連絡会
4/14（日）・15（月）伊香保温泉
現、新会長・幹事・地区委員

・周年記念式典の案内
秋川ＲＣ40周年 4/26（金）昭和館

大勢の皆様のご参加をお願いします、とのこと。
・ 青梅ＲＣ50周年 5/21（火）

近々に、挨拶にお伺いしたい、とのこと。

委員会報告

○親睦委員会 原田 友義 委員長
4月の観桜会(第2回例会)を4／6(土)に行います。

午前11時より、場所は会長のご自宅で、4／10例会
との振替になります。

裏面へ続きます…
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◇ス ポ ン サ ー ク ラ ブ 東 京 立 川 ロ ー タ リー ク ラ ブ
◎ 会 長 比留間市郎 ◎ 幹 事 波多野晃夫
○ 副会長 田中 伸彦 ○ 副 幹 事 酒寄 好夫
□ クラブ会報委員長 山口 誠 副委員長 薄井 政光

委 員：波多野稔 比留間孝司 内野均 嶋田哲男

比留間市郎会長⇒沖縄親睦旅行では、いろいろとお世話に

なりました。親睦委員会の皆様ご苦労様でした。
波多野晃夫幹事⇒先日の沖縄親睦旅行では親睦委員の皆様

に大変お世話になりました。楽しい3日間を過ごすことがで
きました。比留間会長写真を沢山ありがとうございます。

佐川千恵子さん（事務局）沖縄地区大会にはクラブにて負

担して頂き、初めての沖縄楽しんで来ました。ありがとう
ございました。

♦ 今回計 １５,０００円 累 計１,１２１,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 小林 邦雄 親睦委員 ）

卓 話 『 幹事を経験して思うこと…入会5年半で…』 波多野 晃夫 幹事

委員会報告続き…

○グランドゴルフ部 原田 友義 委員長
3／26(火)午前9時よりグランドゴルフの練習を三

ツ木運動場で行います。グランドゴルフ部以外の方
でも自由に参加して下さい。

○バナー委員会 野島 征 委員長
おかげさまを持ちまして40周年の記念式典で7ク

ラブの方にもご披露する事が出来ました。発足が23
年11月9日。一年と三ヶ月、それなりの成果があっ
たと思います。

○プログラム委員会 比留間 孝司 委員長
年度も2月が終わって3月の声が聞こえてくると第

三コーナーから第四コーナーを回る形になって来ま
すので、今年度の総括から次年度に向けてになって
きます。

1. はじめに
幹事に就任して、お蔭様で8ヶ月が無事に終わろ

うとしています。
29人の会員の皆様には、残念ながら石井会員が

12月に退会されたため現在は28名ですが、皆様に
会長、理事、委員長あるいは委員など様々な立場か
らお助け頂き、感謝の気持で一杯です。また、事務
局の佐川さんにもロータリークラブの中で唯一継続
して同じ職務に従事されていると云う事で、陰に陽
にサポートして頂きありがとうございます。入会5
年半と云う短い経験の中では、知識や知恵の持ち合
わせも無く、様々な場面、場面でアドバイスを頂き
ながら組織の円滑な運営に努めてきました。

2. 幹事の心得は
昨年の4月に開催された地区協議会で、クラブ幹

事の心得というものを初めて学び、認識いたしまし
た。幹事を簡潔に説明すると、次のとおり。

○まさに、クラブを支える縁の下の力持ち
○会長の持てる力を余すところなく引出す女房役
○スタンスは、①出過ぎず、②目立たず、③着実

に、と云う事でした。
この３点については概ね合格点を頂けるのかなと思っ
ています。

3. 主な事業について
○本年度のプログラムについては、比留間孝司委員長

をはじめ、プログラム委員会の皆様に、緻密な計画
を立てて頂きましたので、プログラムに穴が空いて
しまう様な心配もなく、安心して例会を迎える事が
出来ました。

○また、藤野SAAの発案による、会員誕生月における
お祝いのマイ箸の贈呈は、リデュース、リユース、
リサイクルと云うエコロジカル意識を例会の度に認
識させると云う意味で、非常に有意義であると感じ
ました。

○昨年10月、温故知新～これが我がクラブ自慢です～
と云うテーマで開催された I・M では、見延会員に
「先輩の知恵に感謝します」と云う題名で、発表し
て頂きました。

○12月のガバナー公式訪問に関しましては、五大奉仕
委員長に大変なお骨折りいただき幹事は大変楽をさ
せて頂きました。

○2月6日に挙行いたしました当クラブの創立40周年
記念式典に関しては清水実行委員長、そして後藤、
藤野、野島3副実行委員長のもとで約12ヶ月に及ぶ
検討、協議を重ねて頂き、また当日は雪が降ると云
う環境の中で、多くの会員及び夫人の皆様にご協力
を頂いて、無事に開催する事が出来、幹事として安
堵の胸を撫で下ろしたところでございます。

○2月20日の地区大会に併せて実施された親睦旅行で
は、原田委員長をはじめ親睦委員の皆様にお骨折り
を頂き大変楽しい、そしておいしい思いでに残る3
日間を過ごす事が出来ました。

それぞれの事務事業で皆さんに大変お世話になり
ました事を心から感謝申し上げます。

4. 私の好きな、言動の指針としての言葉
〇中国の明の時代(1573年～1619年)に洪自誠と云う

人が残した随筆集「采根譚」の中の一節。「一歩譲
るを高しとなす」と云う句です。
読んでみますと、

世に処するには、一歩譲るを高しとなす。
歩みを退くるは、即ち歩みを進むるの帳本なり。
人を待つに、一分を寛にするはこれ福なり。
人を利するは、実に己を利するの根基なり。

と云う句です。
これが意味するところは、お分かりだと思います

が世間を渡るには、先を争うだけではならぬ。退い
て一歩を譲ることによって、自分の価値を高める必
要がある。一歩を譲ったその事が、大きく前進する
基礎となるのだ。人に対しては、厳しい事ばかりで
はならぬ。適度に寛容である事が必要だ。人の為を
図る事が、結局は自己の利益を守る事になるのだ。
と云う事です。

5. 次にもう一つ
〇ロータリークラブに加入して知った言葉

超我の奉仕「サービス、アバーブ、セルフ」と云
う言葉。 (人の為に尽くす意義と重要性を説いてい
る)これに良く似た句が采根譚の中にあります。
「徳業は人の後ろに落つることなかれ」と云う句で
す。洋の東西を問わず同じような考えがあるもので
すね。

いよいよ田中伸彦副会長、酒寄好夫副幹事にバト
ンタッチのゾーンに入ってきました。ご清聴ありが
とうございました。

齊藤 孝喜 会員より
「慶應大学教授の講演会を聞いて・・・」

外国人を日本は国として、企業として一割位入れない
と10年後の日本はどうなるか分らないと云う話です。

なぜ? 例えば相撲協会が無くなります・・また看護婦
の勉強をしに日本に大勢海外から来ますが自分の国に帰っ
てしまいます。その人達を日本で看護士として日本語を

勉強して働いてもらう方向もあるのではないだろうか?
60才以上の人口が全体の10%を越すこれからの時代、

老人の一人暮らしが増え、ここに例えば一日５件位この
勉強した外国人を国や都、県から派遣する事が日本とし
ても幸せだし、国、企業、地域で日本語を学んだ外国人
に働いてもらえば人口の減少に歯止めも掛けられ人口増
になる事が日本として望ましいと云う話です。


